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母 校 だ よ り 新潟県立長岡高等学校

長岡高校の近況について

■ 令和３年４月１日付の人事異動で、宮田佳則 校長が定年退職を迎え、横堀正晴 副校長が
新潟北高等学校長に御栄転となりました。後任には、校長として県教育庁 生徒指導課から鈴
木勇二課長が、副校長として長岡向陵高校の夏見康彦 教頭が、着任いたしました。

スーパーサイエンスハイスクール(SSH)事業 第３期、進行中

■ 平成30年度から５年間、文部科学省より３期目のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）
の指定を受け、昨年度は中間評価という節目となりました。今年度はその４年目となります。
「『課題研究』を深化・推進するカリキュラムによって、高度な科学技術人材を育成する」
という研究開発課題のもと、理数科・普通科(文系・理系)すべての生徒が課題研究に取り組
み、全教科の教員が指導を担当して生徒の主体性や課題解決力を目指しています。また、そ
の課題研究の質的向上を目指して、論理的思考力や批判的思考力及びディスカッション能力
を高めるためにクリティカルシンキングトレーニングやディベートなどの取組を行っていま
す。

【課題研究発表会（NCホール）】

■ SSHの取組の成果を地域へ還元するため、小学生への出前実験、
中学生への課題研究についてのアドバイス、中学校でのディベー
ト成果発表会やディベート指導などの活動を例年同様に予定して
おりましたが、状況を鑑みつつ、小学校での出前実験と中学校で
のディベート成果発表会のみの実施となりました。

■ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で、７月の生徒研究発表会
やハワイ自然科学研修は中止となりました。
一方で、ＳＳＨ生徒研究発表会へ動画で参加したり、インドネ

シアで開かれた「The 9th Asia Pacific Conference of Young
Scientists」への動画参加で金賞（GOLD AWARD）を受賞したりす
るなど、ICTを活用し全国や世界を舞台に生徒たちが研究成果を
発表する等の新たな展開も見られております。
今後も、オンライン会議などが増えていくことが考えられます。本校でも、あらゆる場面

でICTを活用した活動が円滑にできるよう準備を進めております。

部活動等も全国レベルで活躍しています！
【令和２年度実績】

■ 全国高等学校総合体育大会 （広 島 県） 陸上部：男子400ｍハードル出場
■ 第25回北信越高校新人陸上競技大会（福 井 県）陸上部：女子500ｍ競歩 第１位
■ 第43回全国選抜高校テニス大会北信越地区大会（新潟県）テニス部：女子団体出場
■ 令和２年度北信越高等学校剣道新人大会（石 川 県）剣道部：男子団体出場
■ 第10回北信越高等学校弓道新人大会 （長 野 県）弓道部：男子団体の部・男子個人の部 出場
■ 第26回西関東アンサンブルコンテスト（群 馬 県）吹奏楽部：木管八重奏 銀賞受賞
■ 第56回関東高校演劇研究大会（埼 玉 県）演 劇 部：映像審査 優良賞受賞
■ 日本学生科学賞全国大会（リモート） 生物部2年 : 入選１等受賞
■ 科学の甲子園全国大会（茨 城 県） 生物部他有志：県代表として出場
■ ICTカンファレンス全国サミット（リモート） 普通科1年：県代表として出場

国公立大現役合格は延べ１９０人！
【令和２年度実績】令和３年３月卒業生の進学結果です。
■ 卒業生301人中、大学･短大への進学者は260人(86.4%)でした。最近５カ年の大学･短大
への進学率は、79.6%(H28)、78.6%(H29)、77.2%(H30)、78.9%(H31)、82.4%(R2)です。

■ 今春の国公立大学現役合格者数は190人(63.1%)で、昨年度に引き続き60%越えとなりま
した。最近５カ年の国公立大合格率は、51.6%(H27)、55.3%(H28)、53.6%(H29)、51.1%(H
30)、56.2%(H31)、63.5%(R2)です。主な大学の合格者数は、東京大1人、京都大2人、東
北大10人、北海道大3人、名古屋大1人、九州大2人などで、地元新潟大学は48人でした。

■ 私立大学の合格者数は延べ518人で、早稲田大18人、慶應義塾大5人、上智大5人、明治
大22人、法政大19人、立教大10人、東京理科大14人、中央大19人などです。

■ 医学部医学科の合格数は延べ12人（現役4人、浪人8人）、進学者は10人（現役4人、浪人
6人）でした。




